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　本日は青少年留学生のニノ君がいらっしゃってい
ます。後ほどご挨拶を頂きたいと思いますのでよろ
しくお願いします。
　先週の9月1日に児童福祉施設の若竹ホームに行っ
てきました。当日参加してくれた会員の皆様には心
から御礼を申し上げます。
　さて、本日は今月のガバナー月信にもありますが
今月は新世代のための月間です。
今年は東日本大震災の影響で多大な被害が出ており
ます。
　一時は全ての留学生が帰国の途につかないといけ
ない状況に陥ってしまい今年はどうなるのかと心配
しておりましたが、前回来て頂いたレベッカさん、
そしてニノ君を迎える事が出来て少し安心しており
ます。
　そして上尾クラブからは加藤友香さん、久井愛未
さんを派遣する事が出来ました。
　しかしながらホストファミリーやスポンサークラ
ブの問題そして資金不足の問題など囁かれるのが現
状です。問題は色々とありますが、まずは交流を深
める事を大事にしてロータリーの事を知ってもらえ
るようにしていこうと思っております。
　新世代の育成はすなわちロータリーの未来を託す
事と同じ意味を持つのでこれからも精一杯の努力を
していこうと思っております。
　本日は村岡会員に「最近読んだ気になる本」とい
うテーマで卓話を頂きたいと思います。よろしくお
願いします。
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■名取会長　村岡さん卓話ありがとうございます。

■関口幹事　ニノ君ようこそ村岡先生ありがとうございます。

■齋藤(博)副幹事　村岡さん卓話ありがとうございます。

■大塚PG　ニノ君ようこそ村岡さん卓話ありがとう。

■齋藤哲雄様　村岡さん卓話ありがとうございます。９月１日の例会大

変お世話になりありがとうございました。

■村岡会員　拙い卓話でしたがご清聴ありがとうございました。

■大塚直前会長　ニノ君ようこそ村岡さん卓話ありがとうございます。

■富永会員　村岡さん卓話ありがとうございます。

■吉川会員　村岡さん卓話ありがとうございます。Mr.NINO.歓迎会の席

では私の孫の相手をしてくれてありがとう。

■藤木会員　村岡さん卓話ありがとうございます。

■竹内会員　卓話ありがとうございます。　

■岡野会員　村岡さん卓話感謝

■武重会員　村岡さん卓話ありがとうございます。

■小林会員　卓話ありがとうございます。

■渡邉会員　村岡パスト会長卓話ありがとうございます。

■野瀬会員　卓話ありがとうございます。

威力がありました。第4に航続距離が3000㎞あっ

たそうです。ちなみに通常の戦闘機が300㎞～400

㎞でした。

　ゼロ戦が3000㎞飛べる性能があるというのは当

時では素晴らしい事だったのですが、それがかえ

って仇になって終戦間際になると1日中戦闘をし

て帰ってくるという形になってしまいました。そ

の他にも色々なお話がありますが、本日はここま

でとさせて頂きます。

　是非一度はこの本を読んで頂ければと思います

。ご清聴ありがとうございました。

神田会員　須田会員　藤村会員　井上会員　樋口会員　

出席　　会員数　　３９　　　出席数　　２２
欠席　　欠席数　　１７　　　（％）　   ５６.４

前々回確定　　　　　　　　　欠席数　　　０
修正（％）　　　１００　　（Ｍ・Ｕ）　　０

ニノ君上尾ロータリークラブへようこそ

AGEO ROTARY CLUB

幹　事　報　告

関口和夫幹事

◆メールアドレスを出来るだけ早くご連絡いただ

　けますようよろしくお願いします。会員手帳作

　成にあたって必要ですので出来るだけ早くご連

　絡下さいますようよろしくお願いします。

◆会費の納入がまだお済みになられていない方が

　いらっしゃいます。早めにご入金いただけます

　ようよろしくお願いします。

委員長報告

富永建委員長

　来年の5月にタイで開

催される国際大会参加

におきましてご連絡が

ございます。国際大会

の参加には参加登録が

必要となります。大会

当日でも登録は可能ですが手続きに時間がかかる

ためおすすめ出来ません。また事前登録した場合

当日はすんなり参加できまた、登録料も若干お安

くなりますので参加をされる方は事前登録をご利

用下さい。

ゲスト挨拶

ロータリー財団委員会　大塚崇行委員長

　円高の影響で9月のロ

ータリーレートは1ドル

78円となっております

。是非この機会にご寄

付のご協力頂けますよ

うよろしくお願いいた

します。

カウンセラー　大塚崇行会員

　本日のゲストニノ君

の近況につきましてカ

ウンセラーの私からご

報告させて頂きます。

現在、ホストファミリ

ーの久井さん宅で暮ら

していてニノ君は伊奈学園総合高等学校に毎朝、

上尾駅からバスに乗って通っています。そしてラ

グビー部に入ったそうです。カウンセラーとして

私も応援してきます。よろしくお願いします。

青少年交換留学生　ニノ君

　みなさんこんにちは

、私は先週カナダから

やってきました。これ

からも是非例会には積

極的に参加したいと思

っています。よろしく

お願いします。

村岡武仁会員　

　みなさんこんにちは

本日は卓話の機会を下

さりありがとうござい

ます。

　最近では冠婚葬祭の

機会が多く特に葬祭の

多いのが気になります。

　ましてや私より若い年齢の方が先に亡くなられ

るとなると非常に辛いです。

　私も健康に気を使い少しでも長く皆さんと活動

出来たらと思っております。何卒よろしくお願い

します。

社会奉仕委員会　齋藤哲雄委員長

　9月1日の移動例会に

参加された会員の方に

改めて御礼を申し上げ

たいと思います。当日

、若竹ホームに出向き

地区補助金を使ってパ

卓話

ソコンを寄贈して参りました。また、多くの児童

たちを触れ合えた事に大きな感動を覚えました。

本当にありがとうございました。

AGEO ROTARY CLUB

　話は変わりまして本日は卓話で何を話そうかな

と考えていたところ、前年度の大塚会長そして現

会長の名取会長も非常によく本を読んでらっしゃ

るとの事でしたので、私も本についてお話したい

と思います。

　先月に知人から「永遠の0」という本を勧めら

れました。最初は数学の類の本かなと思っており

ましたが、この本はゼロ戦のパイロットのお話に

なります。

　この本のあらすじとしては青年・佐伯健太郎と

フリーライターの姉・慶子が戦争で戦死した事し

か知らない太平洋戦争で戦死した祖父・宮部久蔵

の事を調べてみる事をから始まります。

　祖父の話は特攻で死んだこと以外、何も残され

ていなかったので厚生労働省に問い合わせて元戦

友たちを調べてその元戦友の証言から浮かび上が

ってきた宮部久蔵の姿は健太郎たちの予想もしな

いものでした。

　まず当時の生き残り1人目の証言は「あんなに

臆病者はいなかった」「あんなに生に執着した軍

人はいなかった」と言ったそうです。

　そして2人目の証言は「あんな勇敢なパイロッ

トは見たことがない」と言ったそうです。1人目

と比べ180度異なった証言をする2人目が現れ3人

目も2人目と同じような内容で4人目、5人目と話

を聞いていく内にどんどん宮部久蔵の対する評価

が上がっていったそうです。

　当時パイロット訓練生は訓練をして合格しない

と出撃出来ませんでした。宮部教官は訓練生に対

してなかなか合格を出さない人でした。訓練生と

しては早く戦闘機に乗って戦地で出向きたいとい

う気持ちあって訓練学校関係者からも何故、合格

を出さないのかという板挟みになっていました。

　宮部がなかなか合格を出さない真意は訓練生が

合格してパイロットになった場合、敵地につく前

に死ぬことが目に見えていたからです。

　そして戦争が長引いてくると戦闘員がどんどん

減っていて優秀なパイロットが少なくなってきま

した。

　10機出撃して帰ってくるのが4機、5機で後の機

体は撃ち落とされるかもしくは帰れなくなったり

したそうです。

　ゼロ戦というのは物凄く性能がいいので遠くま

で戦闘に行って帰ってこられるのですが、行きは

編隊で行くので問題ないのですが帰りはバラバラ

で帰るのでレーダーも無線もない時代に感覚と経

験だけ持って帰るのでもし間違えると燃料切れに

なって海に落ちて死ぬというケースが戦闘で亡く

なると同じくらい多かったそうです。

　終戦間際になると新人の軍人も離陸と着陸が出

来れば戦闘員として飛び立っていったそうです。

　この飛び立っていくことはどういうことかとい

うと「死にに行く」ことです。

　この本の最後あたりになりますと涙なくして読

めない内容です。

　一節を読み上げますと「これは戦後ある人に聞

いた話ですが、第五航空艦隊の司令長官であって

全機特攻と唱えた宇垣纏司令長官が特攻出撃をす

る隊員達に腕を取って涙を流しながら激励したあ

と何か質問はないか？と聞いたそうです。

　その時、ミッドウェーから戦ってきたベテラン

の隊員に敵艦に向かって爆弾を命中させたら戻っ

て来てもいいでしょうか？と尋ねたそうです。そ

して宇垣長官は「ならん！」と返事したそうです

。」

　この辺が日本とアメリカとの大きな違いでアメ

リカの場合は必ず生きて帰ってくるという前提で

戦いに出向きます。

　戦争というのはいかに酷く虚しいものかという

ところが随所に出てくる本です。かなり史実を元

に書いているというのも非常に分かるしたまたま

読んだのが先月の8月で終戦66年の日です。

　ゼロ戦の正式名称は三菱零式艦上戦闘機です。

余談になりますがゼロ戦の何が素晴らしかったか

というと色々あるのですが第一にスピードが他国

の物と比べると早かった事、第二に小回りが効く

事、第3に機銃が通常ですと7.7ミリだったのが20

ミリの炸裂弾になっておりまず当たれば墜落する


